
期前半にはゆるやかな景気回復、期後半には
事業の概況 

制御機器製品 
売上高前期比 16.4%減 

事業アイテム 
機械・装置の頭脳の役割をす
る「プログラマブルコントローラ」
や、人と機械の対話機器「プロ
グラマブル表示器」「ペンダン
ト」、パネル標準化を実現する
「シグマパネル」のほか、「伝送
システム」「バーコードリーダ」
などの製品群です。 

事業アイテム 
HMI（人と機械がふれあう環境）
の核となる盤面機器「制御用
操作スイッチ」「表示灯」や、現
場の安全システムを実現する
「安全関連製品」のほか、「タイ
マ」「リレー」「サーキットプロ
テクタ」「センサ」ならびに「産
業用LED照明関連製品」など
の製品群です。 

制御装置及びFAシステム製品 
売上高前期比 34.8%減 

地域別・製品別業績の概況 
　当期は、世界的な景気後退局面から脱し、期前半にはゆるやか
な景気回復、また期後半には在庫調整の一巡もあり、主力国内市場
についても、顕著な回復の兆しが見られました。しかしながら、全般
的には依然厳しい環境下で推移しました。 
　そうした中、製品別では、一部LED照明関連製品が伸長し、エリ
ア別では、中国を中心とするアジア・パシフィック地域が最も早い回
復を見せている一方、主力の国内市場の回復には出遅れ感が見ら
れ、当期の国内売上高は142億7千2百万円（前期比21.8％減）、
海外売上高は81億7千万円（同16.2％減）となりました。 

▲フラッシュシルエットスイッチCWシリーズ 

▲プログラマブル表示器 HG2G形 

国内 63.6％ 
 14,272百万円 
 前期比 21.8％減 

売上高比率 

56.8%
売上高の推移（百万円） 

10/309/308/307/3

15,258
12,749

18,33517,889

制御機器製品の概況 
　期後半において、安全関連製品、産
業用LED照明ユニットなどの製品群に
顕著な回復傾向が見られました。また、
主力の制御用操作スイッチについても、
継続的な回復基調が見られました。し
かしながら、対前期比では売上高は大
きく減少し、今期の制御機器製品全体
の売上高は、127億4千9百万円（前期
比16.4％減）となりました。 

売上高比率 

12.5%

売上高の推移（百万円） 

10/309/308/307/3

4,298
2,800

6,0845,432

制御装置及びFAシステム製品の概況 
　期後半において、特に工作機械業
界向けシグマパネルの顕著な回復が
見られ、また、プログラマブルコントロー
ラなどの製品群にもゆるやかな回復
基調が見られました。しかしながら、対
前期比においては、売上高は大きく減
少し、今期の制御装置及びFAシステ
ム製品全体の売上高は、28億円（前期
比34.8％減）となりました。 

海外 36.4％ 
 8,170百万円 
 前期比 16.2％減 

その他 
0.3％ 

アジア・パシフィック 
14.5％ 

欧州 7.0％ 

北米 14.6％ 

日本 
63.6％ 

地域別 
売上高 
比率 
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事業アイテム 
HMI（人と機械がふれあう環境）
をトータルな視点から考え、
最適環境を提案・構築する融
合型製品群で、「セキュリティ
製品」や「商業用LED照明」、
環境問題を解決する装置であ
る「気泡水製造装置」「オゾン
注入装置」などが含まれます。 

その他の製品 
売上高前期比 0.2%減 

▲天井用LEDライン照明 

売上高比率 

8.6%
売上高の推移（百万円） 

10/309/308/307/3

1,927 1,923

2,5742,558

その他の製品の概況 
　昨年度末に立ちあげたBtoB“オー
ダーLED照明”ビジネスが新たな需要
を掘り起こし、当期においてはコンビ
ニエンスストアをはじめとする店舗や、
オフィス照明用途におけるLED照明の
売上が大きく伸長しました。これにより、
その他の製品全体の売上高は、19億
2千3百万円（前期比0.2％減）と、ほぼ
前期並みの水準となりました。 

制御用周辺機器製品 
売上高前期比 20.4%減 

事業アイテム 
機械・装置などの制御部分の
ベーシックな機器「スイッチン
グ電源」「通信ターミナル」「端
子台」「ソケット」「コントロー
ルボックス」などの製品群です。 

▲（左）スイッチング電源 PS5R-S形 
　（右）LED照明用定電流電源 PH2C形 

売上高比率 

17.8%

売上高の推移（百万円） 

10/309/308/307/3

5,033
4,005

6,0196,115

制御用周辺機器製品の概況 
　全般的な設備投資需要低迷の影響
を受け、国内において端子台が大きく
減少しました。また、国内においてLED
照明用電源が伸長しましたが、北米を
中心に、その他の電源製品が大きく落
ち込みました。その結果、今期の制御
用周辺機器製品全体の売上高は、40
億5百万円（前期比20.4％減）となり
ました。 

防爆・防災関連機器製品 
売上高前期比 35.0%減 

事業アイテム 
石油・化学プラントはもちろん、
一般工場など、爆発性のガス
が存在する現場での事故を未
然に防ぐ「本質安全防爆機器」
「耐圧防爆機器」「内圧防爆機
器」「安全増防爆機器」などの
製品群です。 

▲（左）タッチスイッチ付表示器EX4R形 
　（右）セーフティリレーバリア EB3N形 

売上高比率 

4.3%

売上高の推移（百万円） 

10/309/308/307/3

1,484

965

1,5221,588

防爆・防災関連機器製品の概況 
　前期は他の製品群に比べて、通期で
比較的堅調に推移しましたが、当期は
全体的に低調に推移し、当期の防爆・
防災関連機器製品全体の売上高は、9
億6千5百万円（前期比35.0％減）と
なりました。 

顕著な回復の兆し。 
2010
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